
学校番号 １０６ 

令和５年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 地理Ａ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「基本地理Ａ」（二宮書店） 「基本地図帳 改訂版」（二宮書店） 

副教材等 「基本地理Ａワークブック」（二宮書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

① 自分たちの生きる地球、世界について基本的知識を身につけさせる。 

② 生徒の主体的な授業への参加をはかり、および、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力を付ける。 

③ 基本的知識を応用して現代的課題についての考察力を育てる。  

④ 地理的技能を身につけさせる。 

 

２ 学習の到達目標 

① 現代世界の地理的認識を養う。 

② 現代世界の地理的事象を系統地理的に、現代世界の諸地域を、歴史的背景を踏まえて地誌的に考察 

する。 

③ 地理的な見方や考え方を養い、国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

歴史的・地理的事象に

対する関心と課題意識

を高め、意欲的に追 

究するとともに、国際

社会に主体的に生き国

家・社会を形成する 

日本国民としての責任

を果たそうとする。 

歴史的・地理的事象か

ら課題を見いだし、我

が国及び世界の形成 

の歴史的過程と生活・

文化の地域的特色を世

界的視野に立って多 

面的・多角的に考察し、

国際社会の変化を踏ま

え公正に判断して、 

その過程や結果を適切

に表現している。 

歴史的・地理的事象に

関する諸資料を収集

し、有用な情報を適切 

に選択して、効果的に

活用している。 

我が国及び世界の形

成の歴史的過程と生

活・文化の地域的特色

についての基本的な

事柄を理解し、その知

識を身に付けている。 

評
価
方
法 

ワークブック 

レポート 

定期考査 

ワークブック 

定期考査 

ワークブック 

定期考査 

プリント 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

第
１
章 

球
面
上
の
世
界 

第１節 地球儀と地図 

第２節 国と国の結び 

つき 

第３節 地図で見る世界 

    のつながり 

〇  

 

〇 

〇  

 

 

 

〇 

a: 球体としての地球の把

握や様々な図法による世界

地図の理解に向けて、作業

等に意欲的に取り組む。 

b: 地域間や国家間の結び

つきかたに影響する事象に

ついて考察する。 

c: 学習内容に関する諸事

象を、主題図や写真、グラ

フ、統計資料から捉える。 

d: 地球を球面としてとら

え、位置・方位・距離・時

差・季節について正しく理

解する。 

 

ワ ー ク ブ

ック 

 

プリント 

 

定期考査 

第
２
章 

自
然
・
生
活
・
文
化
と
私
た
ち
の
く
ら
し 

第１節 地球と私たちの 

くらし 

第２節 気候と私たちの 

くらし 

第３節 経済・文化と 

私たちのくらし 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

a: 世界の地形、気候、経済、

文化について、興味・関心

を持って授業に臨む。 

b: 地理的環境や歴史的背

景、グローバル化や情報化

が人々の生活に及ぼす影響

を考える。 

生活と宗教の関わりについ

て考察し日本と比較して考

える。 

c: 学習内容に関する諸事

象を、主題図や写真、グラ

フ、統計資料から捉える。

雨温図や写真から気候の特

徴を読みとり、主題の異な

る複数の分布図を比較して

関連性を見いだす。 

d: 地形、気候、経済、文化

についての知識を身につ

け、主要な要素の分布の特

徴を世界的視野から捉え

る。世界の多様性を理解し、

異文化尊重の態度が重要で

あることを理解する。 

 

ワ ー ク ブ

ック 

 

プリント 

 

定期考査 



２
学
期 

第
３
章 

世
界
各
地
の
生
活
・
文
化 

 

第１節 中国 

第２節 朝鮮半島 

第３節 東南アジア 

第４節 南アジア 

第５節 中央アジア・ 

西アジア・ 

北アフリカ 

第６節 サハラ以南 

アフリカ 

第７節 ヨーロッパ 

第８節 ロシア 

第９節 アングロアメリカ 

第１０節 ラテンアメリカ 

第１１節 オセアニア 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

 

 〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

a: 世界各地の生活・文化に

ついて、興味・関心を持っ

て授業に臨む。世界の諸地

域の諸問題について、解決

の方策を自分なりに考え、

地図や写真、統計資料の読

み取りに意欲的に取り組

む。 

b: 中国や朝鮮半島、東南ア

ジア、南アジアの自然環境

と生活・産業の発展につい

て、各国や各地域と日本と

の文化的・経済的関わりを、

自分の暮らしとの関連から

とらえる。パレスチナ紛争

と難民問題を国際社会の問

題として捉え、解決に向け

ての取り組みを考える。ア

フリカと日本との関係の将

来的方向を考察する。ＥＵ

統合により生じた問題につ

いて要因を考察する。日本

とロシアのかかわりを環日

本海という視点で考察す

る。 

諸地域の生活・文化につい

て、日本との比較を行い、

共通点・異質点を見いだし、

異文化を尊重する意義とそ

の重要性を考える。 

c: 写真資料から各地域の

自然環境、生活・文化の様

子を読みとったり、それら

の特徴をとらえたりする。

グラフや表などの統計資料

から地域の様子を読みとっ

たり、変化を捉えたりする。 

d: 世界の諸地域について、

自然環境、生活と文化、歴

史、産業と社会等の地域理

解に必要な基礎的知識を身

につける。 

世界の諸地域の地域性をつ

かむことができたか。世界

の諸地域の生活・文化を地

域の環境条件や歴史的背景

との関連から理解する。 

 

ワ ー ク ブ

ック 

 

プリント 

 

定期考査 



 

       

３
学
期 

 第
４
章 

地
球
的
課
題 

 

第１節 人口課題 

第２節 食料問題 

第３節 居住・都市問題 

第４節 資源・エネルギ 

    ー問題 

第５節 環境問題 

 

〇  

〇 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

a: 人口問題、食糧問題、居

住・都市問題、資源・エネ

ルギー問題、環境問題につ

いて、地球社会の一員とし

ての自覚を持ちながら意欲

的に授業に臨む。 

b: 地球的諸課題について

地球的視野から捉えるとと

もに、持続可能な社会の実

現が必要であること、また

自分がその社会の一員であ

ることを自覚して考える。

持続可能な社会の実現に向

けてどのような国際協力が

必要か、また、個人が生活

の中で実行できることは何

かを具体的に考える。 

c: 写真資料から諸問題の

現状を読みとったり、分布

図などから問題を地球レベ

ルでとらえ、かつ、地域的

偏りの傾向を読みとらえた

りする。 

d: 地球的諸課題について、

地球に生きる一員として必

要な知識を身につける。 

諸問題の原因を理解し問題

の解決に地球規模の取り組

みが必要なことを理解し、

解決には持続可能な社会の

実現が必要なことを理解す

る。地球的課題の解決策を

「自然環境」「文化・社会」

「経済」の３つの側面に分

けて理解する。 

 

ワ ー ク ブ

ック 

 

プリント 

 

定期考査 



第
５
章 

生
活
圏
の
諸
課
題 

 

第１節 地図とＧＩＳの 

利用 

第２節 日本の自然環境 

    と防災 

第３節 生活圏の諸課題 

    と地域調査 

 

〇 〇 〇 〇 a: 身の回りの地図に興味

を持ち、積極的に知識と活

用を学ぶ。日本の自然環境

と自然災害の学習に対し、

意欲的に知識を学ぶととも

に、環境と災害の関連性に

ついて考え、防災意識を高

める。 

b: 身近な地図について、目

的により表現方法に違いが

あることが判断できる。 

日本の自然環境と災害との

関係について考察する。 

防災に必要な事柄、自分が

防災に備えて学んでおくべ

き事柄を考える。 

c: GIS ソフトウェアで地理

空間情報を地図化したり、

アニメの世界を基に地形図

を、読図することができた

りする。 

ハザードマップの活用につ

いて理解し、国土交通省の

情報を閲覧したり自治体の

情報を入手したりする能力

を身につける。 

d: 身の回りの地図に関す

る基本的な知識を身につ

け、日常生活における地図

利用の有効性を理解する。

日本の自然環境、土地利用

の特徴を知り、自然災害と

の関わりを理解する。地域

の課題の発見の仕方や、課

題の地図化についての知識

を身につける。 

 

ワ ー ク ブ

ック 

 

プリント 

 

定期考査 

 

※ 表中の観点について  

a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用:技能 d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 



 


